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日常生活史C氏 の場合
「1900年 か ら1933年 までのブ ラウ ンシュヴ ァイクにお ける

労働者 の 日常生活」(そ の三)

宝 福 則 子

は じめに

本稿は,『人文研究』第91輯 および第97輯 に続 く,「1900年 か ら1933年 ま

でのブラウンシュヴァイクにおける労働者の日常生活」のインタビュー資料

分析 シリーズのひ とつである。 この資料の由来や分析方法等については,第

91輯 を参照されたい。

当該資料は,1980年3月26日 に,C氏 のブラウンシュヴァイクの自宅での

5時 間にわたるインタビューをA4タ イプ用紙108ペ ージに書き起 こした も

のである。

ここで,参 考のため,ま ず,C氏 の略歴 と両親について簡単に記してお く。

1904年8月31日

1919年 一1922年

1922-23年

1923年

1923-1936年

1927-1933年

1931年9月12日

父

ブラウンシュヴァイクで誕生

農家の下男

製鉄所労働者

缶蓋付工

給仕人

食糧 ・飲料労働者同盟

工場労働者のシャルロッテと結婚

1860年 にゼーゼンで誕生,1933年 ブラウンシュヴァイクで死亡

1874-1925年 葉巻職人 として葉巻職人同盟に所属

C氏 の母 とは2度 目の結婚,最 初 に結婚 した妻 との5人 とC氏 の母 と

の結婚による7人 の計12人,子 供 をつ くった
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母 ブラウンシュヴァイクで誕生,1914年 にシュティーゲで死亡

未組織の葉巻工場労働者,結 婚後 は専業主婦,出 産7回

1.両 親 につ い て

私の父 は1960年 にゼーゼンSeesenで 生 まれました。彼は,ゼ ーゼンで国民

小学校に行 き,1874年 に14歳 で学校 を終 えると,一人でブラウンシュヴァイ

クに出てきて,葉 巻職人の職業教育 を受けました。私が生まれた時も葉巻職

人でしたし,そ の後 もずっと,年 金生活に入るまで,ブ ラウンシュヴァイク

のフライ ・シュー リッヒ社Frey&Schurigで 葉巻職人の仕事をしてい まし

た。その間,何 年 頃だったかはわか りませんが,ヴ ォル フェンビュッテル

WolfenbtZVtelに もフライ ・シューリッヒ社の葉巻工場が建 ち,そ この工場で

2年 間ほど働いていたことがあります。父は,毎 日,7時 に家を出て,夜 遅

くに徒歩で帰 って来 ました。しかも,10時 間や11時 間 も労働 した後にです。

ヴォルフェンビュッテルまでは,12キ ロの距離があります。2時 間かけて,

夜の仕事前にも歩いて行 くのです。土曜日も働いていました。革命後 に1日

8時 間労働制 にな りましたが,そ れでもまだ8時 間以上,働 きました。時間

外労働 をしたのです。そうで もしなければ,私 の母の小 さな子供達がいまし

たから,お 金が足 りなかったのです。このヴォルフェンビュッテル工場の時

期以外 は,い つもブラウンシュヴァイクの工場で働いていました。ブラウン

シュヴァイクの工場は,最 初 は,ノ イエ通 りA[eueStraBeに あったのですが,

ここからBertramstraBeベ ル トラム通 りに移転 しました。今 ここには,ボルン

蜂蜜社Honig-Bornの 工場が建っています。彼には,失業 していた時期 はあ り

ません。彼の属する宗教は,新 教でした。教会から脱退はしませんでした。

父 は,私 の母 との結婚の前に,一 度,結 婚 していた ことがあ ります。この

最初の結婚で,男 の子をひとりと,女 の子を4人,全 部で5人 の子供をもう

けています。最初の妻 は,離 婚後,1900年 頃に,ア メリカかオース トラ リア

に移住 した後,亡 くなりました。彼女が移住する前に離婚 していたのは確か

ですが,正 確に何年に離婚 したのかは,も う分か りません。最初 の妻 との離
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婚原因は知 りません。父が浮気をした というわけで もあ りません。まった く,

その反対です。当時は,離 婚など簡単ではな く,と てもむずか しいことで し

たが,彼 自身が望んで離婚 したわけではな く,彼 女自身の意思で出ていって

しまったのです。彼女 は,子 供たちを家に置いたまま,父 ひ とりに何 もか も

すべてを押 しつけて外国に移住 してしまったのです。子供たちが小さいので,

私の母 と2度 目の結婚 をしたわ けです。最初の妻が出ていった時,子 供達が

まだ小さいので,ど んなに大変だったか,昔,父 は,よ く話 していたもので

す。

私の両親が結婚したのは,今,母 との長女のマ リーMarieが83歳 で,メ ー

タカ勃4θ彪が80歳 になるので,1897年 頃 ということになるでしょう。私の両

親に,結 婚前 に婚約期間があったのか,ま た,彼 らがいつ知 り合ったのか も

知 りません。

父は,当 時 は葉巻職人連盟 という名称で したが,労 働組合に入っていまし

た。葉巻職人 と銅板金職人の労働組合が,最 初のものでした。 これ らふたっ

が,全 労働組合の中で も最初にで きたものでした。だから,当 時,葉 巻職人

と銅板金職人の労働組合に入っている人々がそうだったように,彼 も教会で

結婚 しなかったのです。

父は,若 い時 に葉巻職人連盟に入 り,そ のまま,ず っと長 く所属 していま

した。政党では,党 員ではあ りませんでしたが,い つ も社会民主党SPZ)を 支

持 していました。SPZ)の 支持者であったとい うだけで,そ の他の協会や団体

に所属してはいませんでした。そして,1933年 にブラウンシュヴァイクで亡

くな りました。1933年 に暴風があり,そ のために亡 くなったのです。死因は,

心臓不全で,座 ったままで亡 くなりました。彼 は,す でに病気だったのです

が,突 然に,ナ チ支持者にな り,ナ チの政権を体験してみた くなりました。

というの も,ナ チは,何 か胡散臭い宣伝 をしていたか らなのです。彼は,「今

まで,私 はいつ も社会民主党 を支持 していたけれど,ナ チが政権 を取 った ら,

どうなるか見てみたいものだ」 と言っていました。しか し,そ れを見 ること

な く,そ の2日 前に亡 くな りました。彼 の生涯の最後の2年 間,ナ チが宣伝
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活動をしていた時 に,父 は,ナ チ側に行 って しまい,支 持政党 を変えたので

す。ナチが政権をとったのは1月30日 ですから,1月28日 に亡 くなったわ

けです。

私は,両 親が結婚 した日も,母 の誕生 日もわかりません。私が知っている

のは,母 にとって,父 が最初の夫で,結 婚前に私生児を生んだこともな く,

若死にした とい うことだけです。彼女は,毎 年,子 供 を生みましたが,流 産

はしていません。

母は,ブ ラウンシュヴァイクの生まれです。母が私生児 として生まれたの

か,正 式の結婚によって生まれたのか どうかも,わ か りません。宗教は新教

でした。教会か ら脱退 はしませんでした。母 は,私 たちの階層の出身で,そ

の中で育ち,国 民小学校 に通いました。そして工場労働者になりました。小

間使いなどはした ことがありません。子供が生まれてからは,主 婦でした。

しかし,母 がどこで働いていたのかは,知 りせん。母 は,ブ ラウンシュヴァ

イク以外で働いた ことはありません。母が失業したことがあるかどうか も,

父がヴォルフェンビュッテルに通っていた2年 の間,母 が仕事をしていたの

かどうか もわか りません。

母は,政 党にも労働組合にも組織されていませんでした。その他のクラブ

や協会等にも加わってはいませんでした。子供が多かったので,そ の世話に

明け暮れていたか らです。

1911年 に兵隊に行 った長男が,一 度,退 役 した後,戦 争の初期の1914年 に,

また兵隊に行 きました。その時,母 は,「彼が兵隊になるなら,私 は死 んでし

まう」 と言った ものです。彼女は自殺はしませんで したが,結 核にかか り,

シュティーゲStiegeで 療養 し,そ こで1914年 に亡 くなりました。小 さい子供

をた くさん残 して亡 くな りましたが,そ の間に,父 の最初の結婚で生 まれた

姉たちが大 きくなっていましたので,父 は再婚 しませんでした。

私の両親の親,つ まり私の祖父母にについては,ま った く何 も知 りません。
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2.兄 弟姉 妹につ いて

父 の最 初 の妻 との間 には,長 女 のエ ル ゼE舵 が1890年,息 子 の カール

Karlが1891年 に生 まれてい ます。その後,年 子 で,ヘ レーネHelene,ミ ミー

Mimy,グ レ ーテGreteと 続 き,そ れぞれ1892年,93年,94年 生 まれです。

ミミーは,今,84歳 で す。グ レーテ は,63歳 で 亡 くなってい ます。エル ゼ は,

2年 半前 に亡 くな りました。彼女が今 生 きていたな ら,90歳 くらいで しょう。

その後 に,私 の母 との2度 目の結婚で生 まれた,私 たち7人 の子供 が続 き

ます。長女 のマ リーが1898年,エ ミーEmmyが1899年8月8日 生 まれで,

昨 年80歳 に な りました。3番 目のメー タが1900年3月 生 まれの79歳 。私 は,

1904年 生 まれです。アル トゥアArthurが1909年,ロ ーターLotharが1911

年,そ してヘ ルベル トHerbertが1914年 と続 き ます。末 っ子 のヘ ルベル トを

1914年 に 生んだ直後 に母 は亡 くな った のです。私 の兄弟姉 妹 は,皆 ブラ ウン

シュヴァイ クで生 まれ ました。父 は,私 生児 はつ くってい ませ ん し,私 生児

として生 まれてい るわ けで もあ りませ ん。

母 の死後 は,父 の最初 の結婚 で生 まれた姉 たちが,昼 間 は働 き,夜 は,家

で食事 の支度 をした り,そ の他 の家事 を しました。 グレーテが大部分 を引 き

受 けて いま したが,大 変 な仕事 で した。母が亡 くな った の は,私 が10歳 の 時

で した。母親 がい ないので,私 が先 ず最初 にオ ッテ ンシ ュタイ ンOttenstein

の村 に行 ったのです。姉 たち は,そ の後,父 と私 た ち下 の弟た ちを残 して,

家 を出て,家 具 付 きの部屋 を借 りた り,女 性寮 に入居 しました。 当時,す で

に女性 寮 とい うものが あ りました。 ゲル デ リンガー通 りGb'rdelingerStraBe

に も女性寮 があ って,エ ミーが入 ってい ま したが,教 会 の女性 寮 もあ りまし

た。

グ レー テが どん な仕事 をして いたのか は分 か りませ んが,彼 女 は結婚 せず

に働 き続 け,ず っ とや は りゲル デ リンガー通 りの女性寮 で暮 らしてい ま した。

他 の兄 弟姉妹 も働 きま した し,兄 弟 の妻た ち も働 い てい ました。 アル トゥア

の妻 が どんな仕 事 を していたか は知 りませ んが,彼 女 も働 い ていた はずです。
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そうでもなけれぼ,私 たちは何 も持ってはいませんで したから,暮 らしてい

けなかったのですよ。ローターは,晩 婚で した。ローターの妻は,彼 と知 り

合った時は,デ ュッセル ドルフか ら来た離婚女性で した。彼女のことは,主

婦 として しか知 りませんが,短 期間だけ ノ肌4G社 の工場で働 いていた こと

はあ ります。

ヘルベル トは第二次世界大戦後に結婚 しました。彼の妻 は,戦 後,昔 の東

プロイセン,っ まり,東 ドイツか ら逃 げて来たのです。彼女 は,そ こで農業

に従事 していました。カールの妻は,孤 児でした。結婚前 は,シ ュマルバッ

ハSchmalbachの ブリキ製品工場で働 いていましたが,結 婚後は,働 いたこと

はあ りません。エ ミーの夫は,市 の清掃人 でした。メータの夫は,ケ ーキ職

人でしたが,マ イスターではあ りません。マ リーの夫は,機 械 の組立工でし

た。マ リーは,ブ ラウンシュヴァイクから出て行 きました。夫がデュッセル

ドルフの大きな工場で働いていたのです。他の姉妹達の夫 は,皆,ブ ラウン

シュヴァイクで働いていました。エルゼの夫は,近 郊の出身で,ま った く単

純な炭運びを仕事 として,ブ ラウンシュヴァイクの炭屋で働いていました。

ミミーの夫は,修 理工 と言うべきか,運 転手 と言った らよいのか,若 い時に

運転免許 を取って,個 人の家の車の運転手をしていたのです。ヘレーネの夫

は,ゼ ーセンの出身で,シ ュマルバ ッハ ・ブリキ製品工場でマイスター とし

て働いてい ました。

私の兄弟姉妹で離婚 した者はいませんし,私生児をつ くった者 もいません。

私 は,兄 弟姉妹の中では,亡 くなったグレーテが一番好 きでした。彼女は,

異母姉で,私 の母親代わ りでした。 とはいえ,特 に嫌いな兄弟姉妹はいませ

ん。私の両親の家では,喧 嘩な どはしませんでしたし,仲 が悪 い兄弟や姉妹

もいませんで した。今,私 たちは,毎 日,お 互いに行き来をした り,毎 月逢 っ

た りすることはできませんが,み んな仲良 くしています。それで も,グ レー

テは,私 にとっては特別好 きな存在でした。
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3.住 居 について

私 が1904年8月31日 に 生 ま れ た 家 は,旧 市 街 の ウ ェーバ ー通 り

Weberstraβe13番 で,8歳 まで 住 ん で い ま した。 その後 に,シ ャル ン通 り

ScharrnstraBe16番 に移 り,1919年 に堅信礼 を受 けた時 には,こ の家 に住ん

で い ました。1922年 に,こ こか らオ ッテ ンシ ュタインの田舎 に行 った時 には,

警 察 に届 け出 ました。 そ して,又 ここに戻 って きたのです。 デ ュッセル ドル

フだ ろ う と,他 の土地だ ろ うと,よ そに移 る時 は,い つ も警察 に届 け出た も

ので す。シャル ン通 りには,1912年 か ら22年 か23年 まで の10年 間,住 んで

いた ことにな ります。その後の独身 時代 は,バ ー ゲン市場Hagenmarktの 角

の カスパ リ通 りCαsParistraBe8番 に,1931年 に結婚 す る までの7,8年 間,

住 み ました。 ここの家 は もう取 り壊 されてい て,残 って い ません。 カスパ リ

通 りでは,一 人 で暮 ら してい ました。 父 は,シ ャル ン通 りで暮 らしてい まし

た。

ウェーバー通 りの住居 は,小 さな4部 屋 か らな る小屋 の ような住居 で した。

両親 と子供 た ちだけで住 んでい ました。子 供達 は大 き くなる と,家 を出て行

きま したが,そ れで も,大 体,い つ も8人 が ここで暮 らしていた のですか ら,

狭 い部屋 に押 し合 いへ し合 い して いたのです。子供 たち は,学 校 を終 える と,

家 を出てい き,一 人 ずつ少 な くな りま した。廊下 はな くて,階 段 の踊 り場 し

か あ りませ んで した。地下室 はあ りませんで したが,屋 根裏 の物 干 し場 はあ

りま した。 トイレは中庭 にあ りました。 当時の トイ レは,ど こも中庭 にあっ

たので す。台所 は,私 達の住居 の中 にあ りました。物 置部屋 はあ りませ ん。

4部 屋 とい って も,全 部 で3mの 長 さに14mの 幅 の,と て も小 さな住居 で し

た。私 たち は,折 り重な って暮 らしてい ました よ。 ひ とりに1台 のベ ッ トは

当た らず,1台 のベ ッ トに2人 か3人 が一緒 に寝 てい ま した。狭 くて も,労

働 者 の生活世 界 では,こ う して子 供た ち は大 き くなってい った のです。私 た

ち子供 は,親 にきちん としたベ ッ トを買 って ほ しいな ど とは言 え ませ んで し

た し,父 の稼 ぎでは,そ んな ことは不可能 で した。
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ヴ ェーバ ー通 りは,ク リン ト地域Klintに 属 す るのですが,そ こに はまだ

防空壕が あ りました。 その防空壕 の隣 に新 し く学校が建 て られ ま した。マ グ

ニ門Magnitorか,エ ル シュ レーガ ーαs6配 偬θγか ら旧市街 の中へ入 って い

くと,シ ュロス通 りSchloβstraBeに 来 ます。 そ こか らまっす ぐ行 くと,ク リ

ン トです。まだ,ち ょうどそ こには,と て も小 さい木組 みの家 が3軒 ほ ど残 っ

てい ます。 この木組 みの家 は,道 路か ら50cm程 の 階段 が ついた,三 階建 て

の簡 素 な建物 で した。窓 か ら上 の家 を見 る と,上 の家 の中の人 と握手 で きる

ほ どに,息 苦 し くなるほ どの小 さな家 で した。本 当 に古 い木組 みの家 で,私

がそ こに住 んでいた 当時で も,少 な く見積 もって も,建 て られ てか ら200年

は た って いたで し ょう。 この ヴェーバ ー通 りの家の住居 は,と て も悪 か った

のです。で も,シ ャル ン通 りの住居 は,も っ と悪か ったのです。

シ ャル ン通 りの住居 には3部 屋 あ り,大 戦 中は,こ こで暮 らしてい ました。

シ ャル ン通 りには,日 当た りの良 い,新 しい家 も何軒か建 ち ましたが,建 築

後数 百年 の,と て も古 い家々が並 んでい ま した。私た ちの家 は,下 側 にあ り

ました。下側 は,「 ブ ラウネ・ヒル シュ」XXBrauneHirsch"か ら始 ま り,13番,

14番,15番,16番,17番,18番,19番,そ して新築 のヴ ォール マ ンス ・ゼー

レ商店Wohlmanns&Seeleで した。 私 の家 の1階 には,喘 息持 ちの男 が住

んでい ま した。 自然光が入 らない家 だ った ので,昼 も夜 もラ ンプをつ けてい

なけれ ばな りませんで した。外 灯 もない し,自 然光 もまった く入 らない ので,

長 く住 んで いた私 で さえ も,外 か ら家 の中 に入 って行 く時 に は,両 手 を前 に

のぼ して,何 か にぶつ か らない よ うにした ものです。外 か ら家 の 中に入 って

い くと,廊 下 があ って,こ の廊下が,い わ ば台所 で した。 この廊 下 にあ る台

所 は,窓 もな く,ま るで穴 蔵の よ うで した。台所 には,石 炭 用の竈が あ りま

した。 とて も旧式の壁 にはめ込 みの竈 で した。褐 炭 コー クス を煮炊 きのた め

に竈 で燃やす のですか ら,も ち ろん,と て も暑 くな ります。竈 は,80cm四 方

の箱型 で,4本 の脚 が ついた ものです。中 には,ロ ス トル が付 い てい ます。

その下 に煙突管 が付 いていて,こ れがス トーブ とつ なが ってい るのです。7

～8mの 長 い廊 下で したが,実 際 には階段 の踊 り場 で,こ こに私た ちの住 居
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に入る ドアがありました。住居内に廊下はあ りませんでした。地下室の物置

き場 も屋根裏の物干 し場もありました。 トイレは,一 階の,家 全体の玄関の

横,つ まり家の廊下 にありました。 この家 に住む住民全体で共用の トイレで

した。

ここでは,家 族は4人 になりました。兄や姉が家を出て独立 し,母 は,そ

の間に亡 くなっていましたか ら,父 と子供3人 で住んでいたのです。

カスパ リ通 りの家は,築 後30年 か40年 はだったと思いますが,煉 瓦造 り

の新 しい建物でした。居間は,床 か ら天井 までの高 さが,4mあ りました。

暖房具はス トーブでした。私は,一 人暮 らしの婦人が借 りていた家族用住居

の部屋の1室 を又借 りしていたのです。彼女 は私の親戚で も,雇 い主で もあ

りませんでした。家賃 として,20マ ルク払っていた と思います。大 きな部屋

でした し,町 中にあり,家 具付 きでしたか ら,そ んなに高 くはない家賃で し

た。この4階 建 ての家 には,6家 族が住んでいました。今は,こ の家のあっ

た場所に飲み屋が入っていますが,昔 はマイアー ・ランプ店Lampen-Meier

でした。

私 は,市 の結婚登録所で結婚式 を挙げた後,ア オ トア通 りAutorstraBeの 一

室 に越 してきました。そこに私の兄が,や は り又借 りで,2室 を間借 りして

いたのですが,引 っ越 しました。そこで,そ の後に入る者を探 していたので,

私たちが入居することになったのです。 ここも年寄 りの婦人が借 りている住

居の一室の又借 りで した。

4.旧 市街の様相

私 の妻 が 結婚 前 に住 んで い た マ ウアー ン通 りMauernstraBeの 外 観 は,

もっ ともひ どい もので した。通 りは,今 な ら,車 が1台 か ろう じて通 れ る く

らいの狭 さで した。 マウアー ン通 り,シ ャル ン通 り,ウ ェーバー通 りの家々

は,一 言 でい うな ら,南 京虫 の小屋 みた いに見 えた ものです。本 当にひ どい

もので した。マ ウアー ン通 りの家 な どは,曲 が って傾 いてい ました。左 右 の

歩道 も,今 は昔 の面影 を残 して,15cm四 方 の石 畳で修復 して,木 を植 えて い
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ますが,当 時 は大 きな石 を置 いただ けの歩道 で した。 もち ろん,子 供 の乳母

車 な どを押 して歩 いた りはで きませ んで した。歩道 は,上 か ら下 まで ゴ ミで

い っぱいで した。昔の ヴォル市場Wollmarktに 敷 かれていた よ うな石畳 な ど

は,あ りませ んで した。 それ に,ま ともな道路 もあ りませんで した。 シェ ッ

ペ ン シュテ ッタ ー通 りSchb'PPenstedterStraβe,ウ ィ ル ヘ ル ム 通 り

WilhelmstraBe,フ ァラース レーバ ー通 りFallersleberStraBe,バ ー ゲ ン市場,

ヴ ィン ト通 り 慨%慰 π　βθに は,厩 付 きの宿 屋が あ りました。 ブ ラウ ンシュ

ヴ ァイク に市が立 つ と,周 辺 の村 々か ら馬車 に物 を積 んで売 りに来 た人 たち

が,こ こに馬 車 をつないで,す ぐに休 む ことがで きたのです。例 えば,フ ァ

ラース レーバ ー通 りだ けで も,31軒 の飲 み屋が あって,厩 付 きの宿 屋 も4軒

あ りました。市 は,ヴ ェル ダー,バ ー ゲ ン市場,そ れ に一播 大 きなア イアー

市場 動 θ辮 α磁 で開か れてい ま した。村 か ら馬車で 出て きた人 たち は,厩 付

きの宿屋 に落 ちつ いて,こ れ らの市か ら市 へ と順番 に,店 を出 していた もの

です。厩付 きの宿屋 の入 り口の門のアー チ は大 きかったので,馬 車 も通 る こ

とがで きました。車 は,中 庭 に置 き,馬 は厩 へ とい うわ けです。 この よ うな

厩 付 きの宿 屋 は,当 時,ブ ラウ ンシュヴ ァイ クに20軒 ほ どあ りま した。当時

のブ ラウ ンシュヴ ァイ クで は,レ ッシング広場LessingPlatzに 売 春婦 が立 っ

ていた ものです。

ベ ッケ ンヴ ェル カーBeckenwerkerや ラ ンゲ通 りLangeStraβe等 の通 り

は,98%ま で が,壊 れかか った,木 組 みの家 で した。で も,当 時,役 所 は整

備 す るつ も りはなかった のです。 そ こい ら辺 には,指 物 師が住 んでい て,家

の裏側 に仕事 場 を もって いま した。 その他 には,夜 警 や馬の仲買人 等が住 ん

でい ま した。当時,旧 市街 のマ ウアー ン通 り,ク リン ト,ヴ ェル ダーWerder,

ニ ッケル ンクル ク 〈励 吻 肋 漉 といった居住地域 は,だ れで もが警戒 した も

のです。 そ こには,人 間 を食 べ る奴が い る,と 言 われた もので す。 そういっ

た地域 だった のです。

人々 は,退 屈 す ると,家 の中 に居心地 の良 いソフ ァー な どはあ りませ んで

した か ら,家 の前 の玄関 口の ドアの前 に椅 子 を持 ち出 して座 った もので す。
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そ して,道 の両側 の住人 どうしで,お しゃべ りを した のです。 どの家 も1階

か2階 建 て で した。マ ウアー ン通 り,シ ャル ン通 り,ヴ ェーバ ー通 りには,

高 層 の家 はあ りませ んで した し,み んな壊れ かかって い ました。

5.学 校 生活

私 は,ブ ラウンシュヴ ァイ クのマ ッシュ通 りMaschstraBeの 国 民学校 に入

学 し,1919年 に卒業 し ました。 この学 校 は,俗 に 「木靴 カタカ タ学校」Holg-

schenklaPPerschuleと 言 われた ものです。木靴 とい うのは,ド イツ語で「エル

ベ川 の はしけ(:ど た靴)」Elbha'hneと 言 われ てい ますが,オ ラ ンダ人 が履 く,

あ の木靴 の ことです よ。 当時,両 親 は皮靴 を履 いて はい ましたが,私 たち に

は,親 が,木 で作 って くれた,あ のエルベ川 の どた靴 しか なか った のです。

上 にベ ル トが ついて いて,こ れ は,丁 度,今 はや りの健康 サ ンダル のベ ル ト

位 の幅 で,足 の甲の先 の方 にだ け掛 かって いま した。健康 サ ンダル に似 て は

い ますが,型 は もっ と原始 的で した。 つ ま り,き れい に仕上 げもされていな

い,た だ の板切 れの よ うな もので す。 そん な もの を父親が子供 のた めに作 っ

た のです。 この板切 れ は靴屋 で買 うこともで き ました。冬 の間 も,こ の靴 を

履 いてい ま した。サ ンダル1%倣 挽 ♂ともいい ま したが,足 の甲の上 のベ ル ト

が カタカ タ ととんで もない音 をだ した もの だか ら,「 木靴 カタカタ学校」と呼

んだの です よ。 当時,私 が住 んで いた処 は,べ 一 ジ ンガー地域Bb'singerと

い って,住 民 は,み んな労働 者で したか ら,普 通 の靴 を買 うお金 はあ りませ

んで した。父 は,冬 靴 を買 って与 え る くれ る ことな どで きなか った のです。

上 の兄姉 た ちは,も う家 を出て はい ましたが,そ れで もまだ5人,6人,7

人 の子供 が家 に残 って いたのです。

1915年 の 夏 の間 だ けで した が,ヴ ェーザーベ ル ク ラ ン ト地 方Weserberg-

landの オ ッテ ンシュタイ ンの国 民学校 に通 い ま した。 オ ッテ ンは,ヴ ェー

ザ ー川沿 いのハ ー メル ンの近 くで す。当時,私 は11歳 で,戦 争 中で した。冬

になって,ま た,こ このマ ッシュ通 りの国民学校 に通 い ました。 当時,実 際

的 に はもう第一 次世界大戦 中で,食 糧 が不足 していたた め,農 村 部 の人 た ち
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が,私 たちを引き受けて くれたのです。

学校では,よ く殴 られ ました。理由は,私 は算数では学校でほとんど一番

だったものだから,他 の科 目は,あ まり勉強 しなかったのです。マ ッシュ通

りの時ですが,私 は,他 の生徒 よりも一年間長 く学校 に行かなければな りま

せんでした。落第 ということではな く,自 動的に高等クラスへ行 き,9年 間,

学校に通ったのです。ブリッツ ・ハルティエFritzHarijeと いう先生が クラ

スの受 け持 ちでしたが,彼 は病気で した。彼は,肺 病持ちで,だ か ら兵隊に

な らなかったのだと,私 たちは子供同士で言っていたものです。彼は算数の

先生だったので,宗 教や他の時間には怠けたのです。彼はいつも鉄パイプを

持っていて,私 は彼の前に出て,前 屈みにな らなけれぼなりませんで した。

昔は,子 供達 は実にしばしば学校で,折 橿 された ものです。毎 日,何 度 もで

す。私などは,一 日置 きに折橿 されました。殴 られた り,怒 鳴 られた り,他

の生徒の倍の勉強をさせ られた り,翌 日にみんなの前に立たされた りといっ

た罰がありました。それは,ブ ラウンシュヴァイクでもオ ッテンシュタイン

で も同 じでした。

オ ッテンシュタインでは,宗 教の時間に罰 を受けました。オッテンシュタ

インでは,私 は,罰 を受ける唯一の生徒でした。農民の子供たちは,両 親に

宿題 をする時間を与えられていましたが,私 には宿題やその他の勉強をす る

時間がありませんでした。私は,ま だ子供だったけれど,里 子でしたか ら,

野良作業に出なければな らなかったのです。1914年 から19年 まで,毎 年,夏

の5カ 月間だけ,オ ッテンシュタインの学校 に通いました。その他の期間は

ブラウンシュヴァイクの学校に通いました。だから,実 際には1919年 までブ

ラウンシュヴァイクのマッシュ通 りの学校に通った ということになるで しょ

う。

6.子 供時代の労働 と遊び

私は,ブ ラウンシュヴァイクの学校時代は,パ ンや新聞の配達 をしました。

私がしない時は,他 の兄弟姉妹がしなければな りませんでした。配達の仕事
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は,ウ ェーバー通 りに住んでいた頃の8歳 か9歳 くらいの時に始め,1914年

にオ ッテンシュタインへ行 くまで続けていましたが,登 校前の1時 間 くらい

の ものでした。た くさん兄弟姉妹がいましたから,全 員でお互いに交代 して,

パンと新聞の配達をしました。何人かがパ ン屋のパ ンを配達 している問に,

他の者 は新聞を配達するというわけです。 それから,当 時,兄 が小さな庭 を

もっていて,そ のために手引き車を持っていました。今もありますが,当 時,

ルイ ・ブリッケ社LouisFrickeが 運送店 をしていて,ト ゥル ン ・タクシス

Thurn&Texisと 独 占契約をし,郵 送業 を営んでいたのです。そこで,兄 は,

この手引き車を使って,こ の運送店の郵便荷物の配送の仕事を始 めました。

兄は手紙の配送 は受 け持 って はおらず,小 包 を手引 き車 に載せて配達 して

回ったのです。私たちは,朝 の登校前 もですが,午 後 も,配 送 を手伝いまし

た。プロイツェマー通 りBroideemerStraBeの ブリッケ社は,当 時,馬 車で

運送 していたので,馬 を百頭以上 も持っていました。私たちは朝早 くに家 を

出て,そ の兄の手引き車を借 り,馬 糞を集めました。家庭菜園を持 っている

人たちに,この手引き車に一杯の馬糞 を30ペ ニ ヒで売ることができたか らで

す。

市が組織 して,私たち子供 はオ ッテンシュタインの村に送 られたのですが,

村の農家では,子 供 とはいえ,き びしい労働をしなければな りませんでした。

特に収穫時はきびしかった ものです。10歳 の時から夏場だけここで農業に従

事 しました。

オ ッテンシュタインでの仕事 は,主 に収穫 と牛の世話です。牛小屋を掃除

し,牛 に餌 を与え,乳 搾 りをしました。牛の世話は,と て も時間がかかる,

きびしい労働です。学校の生徒だった頃は,学 校で過ごす時間以外は,毎 日,

朝の5時 か ら給餌などの仕事をし,外 が暗 くなる,晩 の8時 まで働 きました。

学校の授業は,4時 間制でした。計算 してみると,朝5時 か ら夕方の8時 ま

で15時 間の内,学 校で5時 間過 ごした として,10時 間の労働でした。しか も,

賃金 は無 く,た だ食べ物 と飲み物 と寝 る場所だけを与 えられたのみです。

私がオッテンシュタインで働かなくてはならなかったのは,食 べ物 と飲み
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物 と寝る場所を得 るためでした。パンや新聞配達をしたのも,ほ んの小遣い

稼ぎですが,そ れも自分で使 うためではな く,家 族の家計費の足しにしたの

です。配達で稼いだお金は,す べて親に渡 しました。1ペ ニヒな りとも自分

で自由にできるような余裕はなかったのです。子供がた くさんいる私たちの

家庭では,飴 を買 うために1ペ ニヒ貰 うということは,お 金の1ペ ニ ヒでは

あ りませんでした。その1ペ ニヒは,商 店が出 している1ペ ニヒ分の青い色

の買い物引換券で した。「青色買い物引換券」と言われていましたが,こ の1

ペニヒ分の引換券を母か姉から貰って,1ペ ニ ヒ分で,手 に一杯のきいちご

味の飴が きた ものです。今 どき,1マ ルクであんなにた くさんの飴 は買えな

いでしょう。

私たちは,家 では,家 事などの仕事は,自 分ができることは何で も手伝わ

なければな りませんでした。私が10歳 の冬 に農村から戻って来た時は,じ ゃ

がいもの皮むきなどの他 にも,何 で も手伝いました。 じゃがいもの皮むきと

いうことは,洗 って,き れいにして,皮 をむ くのです。母が生きていた頃は,

母が家事をし,彼 女が亡 くなって後は,グ レーテが主に家事 をしていました。

グレーテは仕事 をしていましたから,家 に帰 って くると,手 伝 うように言わ

れたのです。他の子供達 も手伝いました。

私の子供時代 は,遊 ぶために自由になる時間は,ほ とん どありませんでし

た。夏のいちばん素敵な時期は,農 村ではもっとも忙 しい時期でしたか ら,

遊ぶ時間は,ま った くあ りません。仲間たちは,野 良で遊 んでいましたが,

私の農家の主人 は,「さあ,1時 間 くらい時間をやるか ら,仲 間 と遊びに行っ

ておいで」などとは言って くれ ませんで した。

ブラウンシュヴァイクの家にいた時は,外 の道路へ遊びに出ました。それ

でも,同 年代の子供たちに比べると,遊 び時間はずっと少なかったのです。

遊び時間が少ない ことを悲しいなどと思ったこともありません。遊びという

ことを知 らなかったのですか ら,比 較することもできなかったのです。それ

に,私 たちには,砂 場などのある公園などあ りませんでした。ウェーバー通

りには,何 もあ りませんでした。ベ ッカー通 りBde'ckerstraBeや シャルン通 り
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に遊び場 はないし,そ こら辺の通 りはどこも石が敷かれていましたが,中 庭

もなかった し,通 りで遊ぶより仕方なかったのです。そこら辺一帯は旧市街

で,住 民はみな子供の多い家族で したから,住 民政策 として,そ のような造

りだったので しょう。子供の多い家族 は,旧 市街 に住んでいたのです。

遊び仲間の子供 は,特定のきまった仲間がいた というわけではあ りません。

丁度,そ の時に通 りに居合わせている子供 と遊んでいましたが,家 に兄弟姉

妹 もた くさんいました。親戚の子供たちもいました。学校 に一緒に通った り,

顔見知 りの子供 もいました。

通 りでは,禁 じられている遊びは何でもしました。たとえば,フ ァウス ト・

バルです。ファウス ト・バルは,サ ッカーではあ りません。それに野球に似

たゲームSchlagろallも しました。1階 の家々は,窓 の戸を閉めた ものです。

太い棒でボールを打って,打 った ら,ゴ ール地点 まで走 らなければなりませ

ん。それから,ビ ー玉遊びもしました。私たちは,当 時,と ても大きなニッ

ケル製の玉を持っていました。それがブラウンシュヴァイクのどこから手 に

入れたものか,覚 えていません。 ここいら辺には大きな工場があり,そ れ ら

のビー玉 は,は ね物で した。その玉は,と て も重かったのですよ。みんなが

これで遊 ぼうということになると,ヴ ェーバー通 りは石敷 きだったので,転

が りませんか ら,他 の通 りへ行かなければなりませんで した。キュッヒェン

トヴェーテKdr'chentweteと カフェー トヴェーテKaffetweteを 通 り抜 けて行

くと,シ ャルン通 りに出ます。ここはアスファル ト舗装 されていましたか ら,

うま くビー玉遊びができたのです。車 も通ってはいませんでしたし,だ れに

も邪魔 されずに,通 りをぜんぶ独占して遊 びました。

7.職 業

私 は,1919年 に学校 を卒業 しましたが,そ の まま,何 の職業教 育 も受 けず

に,「 下男」として,子 供時代 か ら行 っていた,オ ッテ ンシ ュタイ ンの農家 に

行 き ました。 この農家で,学 校 を出た年の15歳 か ら18歳 まで働 きま した。

つ まり,1919年 か ら1922年 ま での3年 間 です。しか し,そ の間 にそんな こ と
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をしているのが,ば かばかしいと思 えました。戦争中ならいざしらず,き ち

ん とした職業につ くつもりなら,こ こで永久 に下働 きをしてはいられない,

と考えたわけです。それで,1922年 にオ ッテンシュタインを出ましたが,そ

の後,仕 事があ りませんでした。

それで,私 は1922年10月 に,デ ュッセル ドルフへ行 きました。第一次大

戦後,デ ュッセル ドルフはフランスに占領されていて,当 時,「 占領地区」と

か何や ら変な名前がついていました。ちょうど今の東 ドイツのようなもので

した。特別なパスポー トを申請すれば,行 けましたが,私 たちは当時,ラ イ

ンラン ト州Rheinlandに は行けませんで した。私がパスポー トなどもらえる

はずがあ りません。それで も,デ ュッセル ドル フ近郊の リヒテンプロイヒ

Lichtenbroichに 義理の兄がいて,彼 に,手 紙を書いたら,「お前に仕事 をやる

から,来 ても良い」 ということだったので,私 は行ったのです。そこのラー

トヒンゲンRathingenの 製鉄所で義兄が働 いていたので,私 も仕事に就 くこ

とができたのです。 この義兄の家 に住んで,夏 が始まるまでの7カ 月間,23

年の4月 まで,そ こで未熟練労働者 として働いたのです。しか し,嘘 は言い

た くないので,本 当のところを話 しますが,ヤ ミの仕事でした。つまり,不

法就労です。当時は,そ んな ものでした。7カ 月間,こ の製鉄所で働いたの

ですが,き つい労働でした。 この製鉄所は,大 きいネジ釘 とボル トを製造 し

ていました。昔,送 電線の鉄塔の絶縁体に覆われていた,あ の大 きなボル ト

を,そ こで私たちがつ くっていたのです。二輪手押 し車でまだ真っ赤 に燃え

ているネジ釘 をシャベルです くって,リ ベ ット・プレス機 まで運ぼなければ

ならないのです。その後 は,す べて自動的に生産され るのです。手押 し車を

傾 けて,プ レス機の前にネジ釘が吐き出されると,真 っ赤なままで雌型に入

れられます。 とて も大 きな歯車に雌型がついていて,そ れにネジ釘が押 し入

れられるのです。そうするとす ぐに,も う出来上がって,出 て くるのです。

私 は,ず っと7カ 月間,こ の真っ赤 に燃えている鉄を運ぶ仕事をしたのです

が,こ の仕事 に嫌気が さしました。それで,バ ー ト・オインハ ウゼ ンβ厩

Oaynhausenに 行 きました。そこの缶詰工場のシュマルバ ッハ社Schmalbacla
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で,1923年 の 夏か ら,冬 まで缶蓋付工 として働 きました。

その後,給 仕人 として の職業教 育 を身 にっ けるため に,1923年 か らブラウ

ンシュヴ ァイク中央 駅の レス トランに見 習い修業 に入 り,25年 に見習 いを終

えま したが,1931年 までの6年 間,一 人前 の給仕人 として,同 じレス トラ ン

で仕事 を続 けま した。 その後,ブ ライテ ン通 りBreitenStraBeの 「グロ トリ

ア ン ・シ ュタインヴ ェー ク ・ザール」 とい う店 に移 りま した。持 ち主が グロ

トリア ンとい う名前 だ った ので,私 た ちは,こ の ように呼 んで い ました。 こ

の店 は,正 面部分 が狭 い レス トランで,中 庭 をつ き抜 けて行 くと,ゲ ル デ リ

ンガー通 りに沿 った位 置 にホールが あ りました。こ こで7年 間,1938年 まで,

働 きま した。持 ち主 が,こ の レス トランを息子 に譲 ったのが きっか けで罷 め

ました。今度 は,公 園の端 のヘ ア ツォーギ ン ・エ リザベ ー ト通 りHerzogin-

Elisαbeth-StraBeの 「プ リンツ ェンパ ーク ・ガス トシュテ ッテ」 の主人 と仲 が

良か った ので,彼 の も とで5年 間,1943年 まで働 きました。 それ か らが,大

変 で,プ リンツェンパ ー ク ・ガス トシュテ ッテか ら兵 隊 に行 ったのですが,

そ の間 に他 の仕事 もしました。1950年 に,仕 事 を変 えたい と考 え,職 業安定

所 に行 った ら,職 員が ビュ ッシング社 磁ss勿gの 仕事 を紹介 して くれて,運

の よい ことに習熟缶蓋付 工 として採 用 され,給 仕人 としての職業生活 は終 え

ました。 そ して,1969年 か ら年 金生活 に入 って い ます。

1920年 代 にヤ ミで働 いた ことはあるけれ ど,実 際上 は,失 業 していた こと

はあ りませ んで した。 だか ら,二 人 の義兄 の助 け もあ りました し,結 婚後 に

一 度だ け失業 して いた時期 はあ りますが
,い つ も,自 分 の ことは 自分 で始末

す るよ うに努 力 していたので,私 は失業手 当 を受 けた ことはあ りません。

8.親 子関係

両親にひどく怒 られたた り,ひ どく殴 られた りしたことはありません。父

には,平 手打ちを喰 らいましたが,ふ つうは,殴 られるのは学校でです。父

は,何 かの道具を使 って,そ れで殴った りはしませんでした。母 も同じです。

布団叩きなどを使って殴った りもしませんでした。多分,家 には,布 団叩き
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などもなかったのでしょう。木靴 を壊 したら,革 ベル トを止めるために,青

い鋲を打ちつけなければなりません。そういう時には,母 にも平手打ちをお

見舞いされました。父か ら最後のびんたを喰らったのは,私 が小 さな子供の

5歳 くらいの時で した。

子供時代,両 親 と個人的な悩みについてなど,話 し合 った ことは,ま った

くあ りません。家では,い っ も小 さな空間に大勢が暮 していたのですか ら,

そんな ことを話 し合 うことはで きなかったのです。母のことはあまり良 く知

らないので,比 較できませんが,父 との生活の方が長かったので,母 とより

は,父 との方がより良 く理解し合った,と しか言えません。家では,両 親や

兄弟姉妹か ら性 について説明を受 けたこともあ りません。大 きな子 どもたち

は,も う家を出ていましたし,私 たちはまだ小 さくて,お 金の ことなど分か

りもしませんでしたか ら,両 親は,お 金が無 くて困っていることなどについ

て,子 どもには話 しませんでした。父は,ず っと後に,私 に,当 時の家の経

済状態を語ったことはあ ります。

9.結 婚

妻は,シ ャルロッテ というCharlotteと いう名前です。1907年12月30日 に

ブラウンシュヴァイクで生 まれました。私 と妻 は,妻 が19歳 の時,1926年 に,

妻の母の従兄弟の銀婚式の祝いの時に知 り合いました。その後,し ばしば逢 っ

て友人関係がで きて,1928年 か らお互いに結婚を意識 して付 き合いました。

1929年 に婚約 し,1931年9月12日 にブラウンシュヴァイクで結婚 しました。

妻の前に他の女性 と婚約 したことはあ りません。妻も他の男 と婚約 したこと

はありません。初恋で唯一の恋愛で した。

子供は3人 います。長女のエディッ トEdithは,1939年5月22日 に生 まれ

ました。次女がベルベルBde'rbel,そ れに長男がいます。下の2人 の誕生 日は

忘れ ました。妻は,結 婚当時,ま だルター派教会から脱退はしていませんで

したが,教 会で結婚式は挙 げませんでした。私たちは,1929年 から2年 間も

婚約期間がありました。婚約 はすんなりと決まったのですが,妻 の母が,給
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仕人などを職業 にしている男を婿にした くなかったので,私 との結婚を喜 ば

なかったか らです。それで,も う我慢できなくなって,3度 目の申し込みを

し,14日 以内に結婚 しなければ,も う終わ りにする,と 迫 りました。当時は,

給仕人や楽士や運転手 というのは,何 もか も十把ひとか らげに扱われたもの

です。

私は,職 業柄 もあって,生 活態度が安易な人間でした。そして,時 には,

た くさんの金を稼 ぎました。当時,す でに建てようと思えば,家 を建てるだ

け稼いでいたのですが,何 度 も何度 もその金は使 ってしまいました。1928年

に限ってみれば,仕 事場の中央駅か ら,彼 女が住んでいたマウアーン通 りま

で,距 離 は全 然遠 く もな い の に,フ リー ド リッヒ・ウィル ヘ ル ム広場

Friedrich-MZilhelm-Pladeか らタクシーに乗って行ったものです。そうやって

彼女を家か ら連れ出しに行ったのです。私は,め かし込んで出かけました。

その辺 は,と ても貧 しい通 りでした。その後の時期 には,私 はタクシーをファ

ラースレーバー通 りで降 りて,徒 歩で彼女の家 まで行きました。それ という

のも,私 の当時の中央駅レス トランの主人が匿名の手紙を受 け取ったからな

のです。私が晩の8時 にタクシーを乗 りつけて,彼 女を迎えに行 くと,近 所

の者がとて も妬んだのです。それで も私たちは,遊 びにでかけました。

当時,妻 も女工の仕事に就いていましたか ら,朝,仕 事に行かなければな

りませんで した。だから夜中の12時 か1時 には家に帰 りました。彼女の家の

ドアが開かれると,彼 女の母親が ドアのす ぐ後ろに箒を持って立っていると

知っていましたから,私 たちは,い つも彼女の家の2軒 先で別れました。私

たちは,も う大人でしたが,彼 女の母親が付 き合いを認めなかったからです。

彼女の二人の弟妹 は,何 でも好 き放題できましたが,彼 女だけはいけなかっ

たのです。28年 か ら29年 にかけての冬 は,と ても寒い冬でした。当時,私 は,

駅のホームにあったパヴィリオンの中で働 いていました。 ここでは,ビ ール

とグロッグ(:ラ ム酒に砂糖 を加え熱湯で割った飲み物)と 茄でソーセージ

しかなかったのですが,そ れで も大繁盛でした。毎朝,7時 半の仕事開始で

した。日曜 日には6時 始業でした。朝来 るやいなや,中 にへば りついていま
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した。 それ ほ どに繁盛 してい て,カ ウンター にの前 に立 ち っぱな しで した。

そんな状態 で したか ら,妻 も夜や 日曜 日に,時 々,手 伝 って くれ ました。 当

時,私 は毎 日,今 の給 仕人が稼 ぐよ りも,多 く稼 ぎ,毎 朝,州 貯 金局 に10マ

ルクずっ,貯 金 しに持 ってい った ものです。貯 金局 は,丁 度,駅 への通 り道

にあ りま した。 そ して,20マ ル クか39マ ル クは飲 んで しまい ました。39マ

ルク以下 の稼 ぎだ った 日はあ りませんで した。で も,こ れ も,こ の年の こと

だ けで,私 の給 仕人生活 全体 を通 して の ことで はあ りません。間 もな く,株

が暴落 し,恐 慌 にな りましたが,こ の貯金 は払 い戻す ことがで き ました。 こ

の年,私 は24歳 で,妻 は22歳 で した。私 は,結 婚 した時 は,27歳 で したか

ら,結 婚 まで3年,待 ったわ けです。

結婚 前,妻 は,マ ウアー ン通 り34番 に母 と4人 の弟妹 と一緒 に住 んでいて,

さ まざまな仕事 に就 き ました。彼女 の父親 は1914年 に亡 くなっていて,母 親

は障害者で したか ら,一 家の稼 ぎ手 として,働 か なけれ ぼな らなかった ので

す。母 親思 いで した か ら,こ ういった事情 も結婚 を躊躇 す る理 由だった よ う

です。彼 女 は最初 は,1920年 代 の若 い時 に,ヘ ル ム シュッテ ッター通 りHelm-

stedlerStraBeの ダ ウベル ト缶詰 工場 で,そ の後 は,フ ァラー スレーバー通 り

の段 ボール製造 のヘ ルムホル ト社Helmholdや,同 じ通 りの ゴム会社 のハ ー

ゲマ ン社 梅g6〃z侃%,で 仕 事 をしま した。仕事 が ない時 は,ま たせっせ と仕

事 を探 しに通 った ので,す ぐに次 の仕事 口を見 つ けた とい う ことです。14歳

の時 に,靴 屋 の家事手伝 い仕事 もして い ます。 その他 には,結 婚後,ち ょう

ど私が失業 してい る時 に,フ ィーヴ ェー ク通 りViewegstraBeの フ ランク・ハ

イデ ッケ社Frank(&Heideckeで も1931年 か ら半年だ け,働 き ました。住 ん

でいた家 の隣が フラ ンク ・ハ イデ ッケ社 だったので す。

9.性 ・避 妊

家では,両 親や兄弟姉妹か ら性 について説明を受けたことはあ りません。

性 については,だ れかにそっと教 えられたのです。そっと教 えて くれたのは,

兄弟姉妹ではなくて,オ ッテンシュタインの学校で見知 っている,よ その子
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供でした。10歳 か11歳 頃の ことですが,村 で動物の性器 を見ました。戦争中

で,農 民の息子達 は戦争に行 っていました。年寄 りは,主 に畑で仕事をしな

ければな りませんでしたが,あ る時,仕 事の手を休 ませても良い時のことで

した。 その子供が,牛 と豚 を引いて,近 寄ってきたのです。

私にとって,妻 は,結 婚相手 として真面 目に付 き合った,最 初の女性です

が,は じめての性体験を共 にした女性 は,未 亡人の女性でした。22歳 の頃の

ことです。初めて女の子 にキスをしたの も,や はり22歳 の時,同 じ女性 とで

す。彼女 は中央駅 レス トランで働 いていて,私 よりも2歳 年上でした。 この

ことは,妻 も後に知 りました。私は,妻 と婚約 した後 も,彼 女の許に行 きま

した。私 と彼女は一緒の職場で働 き,終 業時間 も同じでしたから,一 緒に夜

中の1時 に仕事を終 えた ら,そ うなっても当然で した。もう終わったことで

す。

私には,3人 の兄弟,3人 の姉妹,一 人の異母兄,4人 の異母姉がいます。

両親には大勢の子供がいましたが,避 妊具 を使用 していたのかどうかは分か

りません。しかし,当 時,避 妊具 としては,ゴ ム製品があったわけです。 も

し,使 っていた としたら,母 は,き っと7人 もの子供 を生んではいなかった

でしょう。当時,ゴ ム製品があった ところで,み んな,そ れを買 うだけのお

金がなかったのですよ。それに洗浄具 もあったで しょうが,そ れだって買 う

お金はなかったで しょう。父が,中 途で止めることができたら,12人 も子供

を作 らなかった ことでしょうから,両 親は,何 の避妊 もしなかったのでしょ

う。

私は給仕人でしたから,毎 日,夜 まで働かなければな りませんでした。給

仕人の一 日の仕事は長すぎて,家 族生活などはないも同然でした。仕事は,

朝の9時 から夜中の2時 まで続 き,そ の後,仲 の良い同僚 と一杯やったもの

です。それに,復 活祭や聖霊降臨祭やクリスマスのような祝祭日も,仕 事を

しました。 しかも,こ れらの祝祭 日には法定の閉店時間は大 目に見 られて,

ない も同然で,閉 店時間は大幅に延長 されたのです。私たちは普段 よりも長

く働かねばならず,お 客たちも長 く飲 み屋に居座 っていることができたとい
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うわけです。だから,私 たちは,ク リスマスの第一週 目の祝 日や大晦日には,

全然,家 に戻 りませんでした。朝,ト イレでちょっと顔を洗い,そ のまま仕

事に就いた ものです。私たちの娘のエディットが生まれたのは,1939年 でし

た。私たちは,8年 間 も,一 緒にベッ トへ入 る時間を持たなかったのですよ。

簡単な理由か らです。私は,家 に帰って くると,も うすでに体中にアルコー

ルがいっぱい回っていて,不 可能だったか らです。私の同僚たちと一緒 に飲

む時など,彼 らはガールフレンドを連れていることなどもあ りましたが,私

は,ビ ールを飲む方を選んでいました。それに妻 は,フ ランク ・ハイデッケ

社へ働 きに行っていましたから,朝 早 くに起 きるので,ぐ っす り眠っていま

した。だか ら,私 の目が覚めて,ひ ょっとしたら出来るかもしれな くとも,

その時には,妻 はもう朝5時 に家を出た後で した。そんな風 に8年 が過 ぎた

のです。私たちの場合は,当 時,子 供 をつ くる機会がほとんどなかった とい

うことです。他の同僚の家でも多分,そ んな風だったのだろうと思います。

彼 らと避妊について,話 した ことはあ りません。同僚たちには,ガ ールフ

レン ドがいました。この仲間たちと一緒 に飲みに出かけると,彼 らはガール

フレンドを,そ の場 に呼んだ りした ものです。8人 で一緒に出かけると,一

人が映画館に行 き,も う一人が他のどこかへ と消 えます。そうすると,残 っ

た私 と他の仲間が ビールを飲みます。その場で,ガ ールフレンドと一緒の仲

間が,そ の彼女に 「映画館へ行 っていろよ。その後で,ど こそこで逢おう」

などと言うのですが,そ んな時で も,避 妊方法等 については,話 したりはし

ませんでした。昔 は,避 妊法 にっいても,口 から口へ と曝 き声で,教 えられ

たのものです。子供が生 まれなが らに体得するように,何 とな く知るもので

す。今 日では,性 教育があって,啓 蒙 されますが,私 たちには,だ れもきち

んと教 えてはくれませんでした。啓蒙書な どを読む暇 もありませんでした。

電灯がなかったので,昼 間しか本を読めませんでしたが,昼 間は働 かなけれ

ばなりませんでした。避妊具 についても,口 伝えで知 りました。講演会など

で啓蒙 されたわ けではありません。私の場合,ど んな風に知ったかというと,

友達がどこかへ行 って,「おい,ト イレの中へ行ってみろよ。そこに箱がある
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か ら,1マ ルクを入れた ら,2,3個 出て くるぞ」 という調子でした。結婚

前に付 き合った未亡人の女友達 とは,彼 女が「私は子供が出来ない体なのよ」

と言ったので,避 妊具なしで射精 しました。当時,私 の近所や親類縁者の中

で妊娠中絶をした人がいるなどということは,聞 いた ことがあ りません。

10.宗 教 ・政 党 ・労働組合

〈宗教〉

私 と妻 は,二 人 とも洗礼は受 けています。私 は1919年 にブラウンシュヴァ

イクで堅信礼を受 けました。他の どの兄弟姉妹 も堅信礼を受 けています。兄

弟姉妹の中に,堅 信礼の代わ りに青年式 を受けた者 はいません。私が まだ旧

市街のカスパ リ通 りに住んでいた頃に教会税の問題がお こりました。当時の

教会税は,た しか1年 に8マ ルクでした。私は,金 は十分 に稼いでいました。

若かったし,仕 事が1時 か1時 半に終わった後に,ま だ何杯か飲 んだもので

す。他の同僚だって,だ れ も教会税のことなんて考 えませんでした。私の下

宿のおかみさんが,「Cさ ん,も う教会税を払いなさい。役人が差 し押さえす

ると言ってたわよ」 と何度か私 に言ったのです。私 はそれに対 して 「あ一,

もちろん,払 いますよ」 と返事 をしました。毎度,そ の度に税務署に行 こう

と思ったのですが,い つ も忘れてしまいました。それで,あ る日,家 に帰っ

てみると,「ほら,み てみなさい。だから,私 が言ったのに。少 し前に,執 行

吏が来て,あ なたの黒の背広 を差し押 さえていきました。」とその老婦人が私

に言いました。「なんて ことをして くれたもんだ。明 日,す ぐにでも取 り戻 し

てきますよ。」と私は言った ものです。黒の背広は,給 仕人にとっては仕事着

ですから,す ぐ翌 日に8マ ルクを払って取 り戻 してきましたが,即 刻,教 会

か ら脱退 しました。だか ら,私 は,結 婚 した時,「教会 とはもう関係するっも

りはないよ。教会で結婚式はしないよ。君 も教会を脱退するんだ」 と妻に言

いました。

〈政党〉

父は,古 参の筋金入 りの社民主義者でしたが,家 では,政 治 について議論
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した ことはあ りませ ん。両親 の家で は,SPDの 『フォル クスフ ロイ ン トゴDθ7

Volksfreund"を 購 読 して い ました が,当 時,父 が労働 組合 の機 関誌 を受 け

取 って いたのか ど うかは,分 か りませ ん。 カスパ リ通 りの独 身時代 は,私 自

身 は,新 聞 の 自宅購読 を して い ませんで した。当時,見 習 い として勤 めてい

た レス トラ ンに色々 な新 聞が置 いてあ りま したか ら,そ れ を読 む ことがで き

たのです。 だか ら,結 婚 して は じめて,新 聞 を 自宅購読 しました。

父 は,エ ル ンス ト ・ア ウグス ト公 爵HerzogErnst-Augustを 良 い人 だ と

思 ってい ま したか ら,私 も子供 の頃,エ ル ンス ト ・アウグス ト公爵 を良い人

だ と思 ってい ました。父 がその他 に尊敬 していたの は,ア ウグス ト・ベ ーベ

ルAugustBebelと ブ ラ ウ ン シュヴ ァイ ク の ハ イ ン リッヒ ・ヤ ス パ ー

HeinrichJasPerで した。ヤスパー の記念碑 は,ボ ールヴ ェー クBohlwegに あ

ります。その他 に父が どん な人物 を尊敬 していた のかは,知 りません。20年

代 に給 仕人 を していた時代,私 は,ナ チ スに殺 された編集者 で労働組合 活動

家 のテ ィー レマ ンThielemannも 尊 敬 してい ました。父 も彼 を尊敬 してい ま

した。彼 らと個人 的 な知 り合 いで はあ りませ んで したが,ヤ スパー とテ ィー

レマ ンをレス トランで見 か けた ことはあ ります。

シ ェッペ ンシ ュテ ッター通 りにあった 「シュタ ッ ト ・ヘ ルム シュテ ッ ト」

は,共 産 党員 の集 まる居酒屋 で した。私 の もっ とも仲 の良 い友 達が共産党 員

で した。同僚 の一人 もそ うで した。 この同僚 とは,兵 隊 の時 に,ジ ーメ ンス

社Siemensで 一 緒 に働 いた のですが,戦 争後,彼 は,イ ギ リス人 と町 中 を車

に乗 って回 り,「 そ こにナチが住 んで いる」 「そ こにもナ チが住 んで いる」 と

言 って,ナ チスの同僚 の住 む家 を教 えたので す。彼 は,共 産党 員 として,ナ

チスの同僚すべ て を密告 したのです。私 た ち もナチスの同僚 を知 ってはい ま

した。私 はナチで はなか った けれ ど,共 産党員 で もあ りませ んで した。私 は,

ナ チの突撃隊S、4に 入 っていた ことがあ ります。入 らなけれ ぼな らなかった

か らです。 当時,私 はフ リー ドリッヒ ・ウィル ヘルム通 りにあ る,今 は中国

レス トランの 「プフェルデ シュタル」Pferdestallに な ってい ますが,「 プシ ョ

ル ブロイハ ウス」PschorrbM'uh(zzcsと い う居 酒屋で働 いてい ました。 ここに,
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IVSKK,つ まりナチスの運転手軍団が出入 りしていました。アーラースター

ラー ・ビール会社のビールを出している居酒屋の代表者たちも出入 りしてい

て,ヘ ルマン ・ヤーコプスが,そ の一人でした。彼が,私 たちも入 るべきだ

と言い,私 は,拒 否したのですが,主 人の息子が私 も一緒 に甜 に加盟 申請 し

てしまったというわけです。餌 には奉仕活動 とい うものがあり,奉 仕計画書

が自宅に送 られてきました。以前,ヴ ォル フェンビュットラー通 りに,「ホル

ツガルテン」1力㎏ α惣ηとい う有名な寄席があ りましたが,そ こで 「奉仕活

動 をせよ」という通知書を受け取ったのです。それには,「8時 か ら何時まで

奉仕活動。つまりSA奉 仕活動」と書かれているのですが,も ちろん,私 は行

きませんで した。私は,夜 も働かねぼな りませんで したから,幸 いにも奉仕

活動な どできず,身 を引いていることができたのです。2度 目の通知書の後,

店にヤーコプスがやって来て,主 人に苦情 を言ったのですが,「ヤーコプスさ

ん,よ 一 くお聞きなさい。あなたが,私 たちを加入させたのです よ」 と私は

彼に言ってや りました。そうすると,「それじゃあ,替 わ りの従業員 を雇えば

よいのですよ」と彼が私に言いました。そこで,私 は,「それでは,そ の替わ

りの従業員の給料 を私が払うのですか?」 と彼にきくと,「そうですよ」と彼

は答 えたのです。そこで,私 は彼に 「あなたは,そ んなことばか りを考えて

いるのですね」と言って,奉 仕に行 きました。3度 目には,SAに 行 き,ヤ ー

コプスが私に言った ことを甜 の幹部に説明しました。すると,「奉仕活動に

来な くてよい」 と言われたのです。奉仕活動 をして,し かも,一 介の雇われ

人なのに,そ の間の替わ りの従業員のための給料 まで支払 うなんて,冗 談で

はあ りません。ヘルマン・ヤーコプスは,そ んな男でした。ブラウンシュヴァ

イクの もっとも有名な居酒屋経営者でした。

エルンス ト・アウグス トが退位 して,ア ウグス ト・メルゲス.4ugastMerges

が,入 城 しました。彼は,私 たちに約束したように,城 の食糧貯蔵庫が空に

なるまで,首 相の地位にとどまりました。城の食糧貯蔵庫が空になったら,

みんなは彼 を追い出し,彼 は城から出ていったのです よ。母 はもういません

でしたが,私 たち子供は,1919年 に城の大 きな建物に続 く階段を上がって,
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大 きな広間にまで入って行 きました。大広間のテーブルの上 には,た くさん

の食べ物が出されていて,私 たちは,コ コア,チ ョコレー ト,本 物の砂糖菓

子などを貰いました。そんな菓子類 はまだ知 りませんでした。子供の私たち

は,ズ ボン吊りなどのちょっとしたプレゼン トも貰いました。プレゼントを

貰 うと,脇 のケーキのある場所へ行 くのですが,そ んなに速 くは食べられな

いので,ケ ーキをた くさん手 に取 り,紙 で包んで,下 に降 りて,兄 や姉たち

にあげました。そうすると,も う一度,列 に並んで,城 の食べ物が無 くなる

まで上 に行っては,同 じ事 を繰 り返 したの もです。 もし,こ んなにた くさん

の食糧品がブラウンシュヴァイク外から取 り寄せられた物でないとしたら,

公爵 は,ま った く卑劣な人間でしたよ。 とにか く,城 の食糧庫が空になるま

でプレゼン トし続 けて も,メ ルゲスが4週 間 も持 ちこたえられるほどに多量

の食糧 を,公 爵が自分一人のために,城 に貯蔵 していたのですか ら。市内の

子供達全員を,少 なくとも,数 週間も養えるほどの量だったのですから,と

にか く,膨 大な貯蔵量でした。何度,行 ってもよかったので,私 たちは,数

週間の間,何 度 も城へ行って,そ ういった物 を貰 ってきました。私は,い っ

も,兄 か姉 と2人 で行 きました。貰ったケーキを彼 らにあげて,コ ーヒーや

ココアは彼 らも一緒に飲んでもよかったのです。そして,プ レゼントとケー

キを兄や姉に預 けると,ま た後ろに並んだ ものです。プレゼン トは,ズ ボン

吊りや本で したが,石 板などのまだ知 らない物 も貰いました。最後には,首

相 とグローテヴォールGrotewohl等 の彼の同僚 も顔 を見せ ました。グローテ

ヴォールは,ブ ラウンシュヴァイクのホールヴェークHg配 彫gに,泉 の横の,

今は居酒屋になっている場所ですが,こ こに竈 をつ くる工場 を持っていまし

た。彼らはその後,東 側へ行 ってしまいましたが,み んなブラウンシュヴァ

イク出身なのですよ。

〈労働組合〉

当時の私自身が,社 会のどの層に属 していたかと尋ね られたら,即 座に「労

働者階級」 と答 えます。私の家族は,も っと下の階級に属 していました。そ

の理由は,私 も一緒に働いて稼いでいた ので,言 っても良いで しょう。っま
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り,私 の家族 は何 も所有 していなかったか らです。いつも腹 をすかせていま

した。私たちが買ってきたソーセージの切 り屑がな くなると,た った一枚の

乾いた古いパ ンがあるだけで,そ れを湿らせ,少 しだけその上 に砂糖を振 り

かけて食べるのです。戦争中だけではな く,戦 争前の時代 もです。本当に貧

しかったのです。私の家族 は,普 通の労働者の生活水準に比べて も,ず っ と

貧 しかったのです。大勢の子供がいたからですが,子 供の私 には,家 が貧し

いのだということは,理 解できました。一緒に遊ぶ子供たちの家が,私 の家

よりも上だ ということに,気 付 いていました。子供が一人か二人の家の子供

たちは,「いいや,僕 たちは新聞配達 をしな くて もよいのだ。僕たちは,肉 屋

ヘソーセージの切 り屑を買いに行かなくてもよいのだ。母さんが買いに行 く

か ら。」 と言いました。そうい うことか ら,気 付いたのです。

労働組合には,1927年 か ら入っています。だから,私 は今 まで55年 間,労

働組合員 ということになります。スポーツ ・クラブ等には参加 していません

で した。最後 はビュッシング社だったので,金 属産業労働組合IG-Metallで し

たが,最 初の労働組合への加入当時は給仕人で したか ら,一 般 自由労働組合

の食品 ・嗜好品 ・食堂労働者同盟 に所属 しました。食糧 ・嗜好品 ・食堂労働

者連盟には,私 が良 く知っている数人の仲間が入っていたので,私 も誘われ

てそこに加わったというわけです。彼 らは,職 場の同僚で,み な男性です。

労働組合からの公的な誘いによって,入 った というわけではありません。労

働組合からの誘いはあ りませんでした。同僚達が,「 お前 も組合に入れよ」と

言うので,私 は,自 分で組合の事務所に行 って,加 入手続きをしてきただけ

です。労働組合の役員 になったことはありません。企業内経営協議会の労働

者委員Betriebsratmitgliedや 会計係のような役に も就 いた ことはあ りませ

ん。

11.祝 い 事 ・余 暇

両親の家での祝い事 は,結 婚式だけでした。子供の頃は,家 では,ク リス

マス も誕生 日も祝いはしませんでした。クリスマスは,習 慣か らではなく,
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偶然からだけ祝ったものです。例 えば,だ れかが,「 僕の家 においでよ」と言

うと,「じゃあお前の家に行 くよ」という具合 に約束 して行って,一 緒にクリ

スマスを祝 ったのです。当時,私 はそんなクリスマスの祝いをするというこ

とす ら知 りませんでした。復活祭の祝いもメーデーの祝い もありませんでし

た。母が亡 くなって,私 が3歳 か4歳 の頃,当 時,私 の姉のグレーテが,女

性寮の 「マリーエンハイム」に住んでいたのですが,そ こで始終,祝 い事が

あ りました。姉がクリスマスにそこへ連れていって くれた時の写真がありま

すが,私 の髪 はカールした金髪で,長 かったのです。 とて も嬉 しかった こと

を覚えています。まだ小 さい私が,女 性たちがお祝いをしている場で,ク リ

スマス ・ツリーの下に座 らされ,キ リス トの役を演 じた とい うわけです。だ

から,こ のク リスマスは,強 烈に記憶 に残っています。

祝い事はしませんで したが,ク リスマスのプレゼン トに,い つも上の子供

からその下の子供に玩具のお下が りが回ってきました。クリスマスのお古の

プレゼン トは,い つ も数個 の積み木で した。 その積み木のプレゼントを使っ

て,兄 弟たちと一緒に積み木遊びができるのが,と ても嬉 しかった ものです。

少年時代に楽しかったのは,歳 の市やサーカスで した。父は,仕 事がない

時 は,い つも家 にいました。党の集会などにも行 ったことはありません。仕

事から帰ると,の んびりと葉巻を吸うのが楽 しみで した。貧しくて子供 の多

い家ですから,母 にはのんびりとする暇などあ りませんでした。

私達たち子供が父 と散歩をするというと,日 曜日にヴォルフェンビュッテ

ルへ歩いて行った ものです。そして,行 程の最後 に,森 の中の 「シュタイン

ホルス ト」 というレス トランに行 きました。 レス トランでは,子 供が大勢で

したから,私 たちは他の客のようにテーブル にはつかず,両 親だけがテーブ

ルにつきました。子供だけで遠足に行 った りはしませんでした。当時,学 校

の遠足では,両 親 も日曜 日に一緒に行った ものですが,こ ういう機会 をよく

利用しました。歩いている途中で飲むために,コ ーヒーなども持参しました。

両親 は,子 供達 をみんな連れて参加 し,他 の家族 も一緒に行 きました。

両親が,余 暇に,日 頃からよく付 き合っていたのは,近 所の男の人 ばか り
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でした。つまり父の付 き合いです。当時,親 戚付 き合いはあ りませんでした。

両親が一緒に飲み屋などへ行 く事 はありませんで した。1日 に20マ ルク金貨

以上の稼 ぎをした時だけ,父 は飲み屋へ出かけました。父は,10ペ ニッヒ硬

貨 を1個 か15ペ ニッヒ余分 にもっていると,土 曜 日に飲み屋へ行 って,ビ ー

ルを1瓶,飲 んだのです。その飲み屋は,今 日,ま だシル ト通 りSchildStraBe

にあります。蒸留所だった店で,立 ち飲みをさせていたのです。そこでは,

まず蒸留酒の小瓶 をもらうのです。当時,こ の蒸留酒の小瓶のことを,「アハ

ティエ」、4chijeと言った ものです。これを飲んでか ら,瓶 入 りのビールを飲

むのです。両方で15ペ ニ ッヒだったのです。この飲み屋 に父 と同じ年代の人

たちが出入 りしていて,い つもここで彼 らと逢 っていたのです。仕事関係の

同僚ではあ りません。 この飲み屋 は,労 働者の居住区にあり,客 は,み んな

労働者でした。つ まり,労 働者の集まる飲み屋で した。 しか し,い つ もより

も余分に稼いだ時だけで,他 には飲みには行 きませんでした。 もう,よ く覚

えていませんが,父 は,当 時,葉 巻職人 として,12人 を週17マ ルクの稼ぎで

養っていたのですから,大 変で した。20年 頃の父の稼ぎは,週 に20マ ルクで

した。その額は金貨1枚 分で,そ れで も彼は喜んでいたものです。その時は,

まだ紙幣ではなくて,金 貨でした。1920年 から21年 にかけて,す でにインフ

レの時期に入っていました。23年 には,イ ンフレが最高潮に達 したのです。

オ ッテンシュタインとデュッセル ドルフから戻って給仕人の仕事 をしてい

た時期には,私 は,週 に一度,ケ ーゲルに行 くくらいのもので した。親の家

を出て,カ スパ リ通 りに住んでいた時は,仕 事が ら,朝 か ら夜中まで働いて

いましたから,遠 足 にな ど行けませんで した。休みの日ができると,風 呂屋

に行き,床 屋に行 き,ケ ーゲルに行きました。それだけで,一 日は終わ りで

す。大人になって,20歳 の頃は,い つも働 いていなけれぼならなかったので,

歳 の市 もサーカスも関係ありませんでした。 どの祝 日だろうと,逆 に2倍 の

時間働かな くてはならなかったのですから,他 の人々 とは,ま った く逆で し

た。ケーゲルには,2週 間に一度は,男 たちだけで行 き,そ の次の週には妻

同伴で行 きました。そうして,夫 たちも妻たちも酔っぱらって,朝 方,家 に
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帰 るのです。夫だ けが酔 っぱ らって いたわ けで はあ りませ ん。

私 自身 は,仕 事場以 外で は,居 酒屋へ飲 み には行 きませ んで した。た だ,

昔 は,妻 と一緒 にダ ンス を踊 りに,ブ リュニ ングス・ザールバオBrtz'nning's

Saalbauに は,行 きま した。あの大 きな レス トラ ンには行 った けれ ども,た だ

ビール を飲 むだ けのた めには,他 の どこに も行 き ませんで した。 私 はビール

を一杯 だけ飲 んで も,飲 んだ気 が しないのです。 だか ら,す ぐに二杯 目をの

み,ま た さ らに もう一杯 とい うことになって,気 が ついた時 は,も う遅す ぎ

るとい うことにな ります。 だか ら,飲 み屋 には行 きませんで した。


